


出成形を 回行い，ベースプラに対するリグノパ2
ラクレゾールの配合比率を所定の （重量部：phr
プラスチック に対する重量比）に調整する方100
法を用いた．

続いて，調整済ペレットを多層膜製造装置内へ

投入し（ -ダイ法による押出成形 ，所定の成形T ）

条件下（成形温度 ℃，スクリュー回転数180
等）でフィルム・シート引取装置（巻取速40rpm

度 - ）を使用してフィルムを成形した．3 5m/min
また，オルガノソルブリグニンを用いたポリ乳

酸等とのフィルム化についても，リグノパラクレ

ゾールの場合と同様の方法で実施した．

２.２ 特性評価

複合プラペレットについては，それらのフィル

ム化の可能性を探る重要な目安として流動特性を

取り上げ，メルトインデクサを用いて （溶融MFR
流れ指数）を測定した．成形できたフィルムにつ

いては，ダンベル試験片（形状： のタJIS-K-7127
イプ ）を作製し，テンシロンを用いて所定の試5
験条件（温度 ℃，湿度 ％，引張速度23 50

）で引張強度等を測定した．また，ウ10mm/min
ェザーメータによる長時間暴露に伴う引張強度等

の変化も測定して耐候性の評価を行った．

なお，これら複合材料の熱的特性（示差走査熱

量計による融点・ガラス転移点 ，他についても評）

価した．

３.結果と考察

３.１ 複合プラペレットの流動特性

表 に，複合プラペレットの を示す．ポ1 MFR
リプロピレン等の石油系プラスチックに比べて，

ポリ乳酸ではリグノパラクレゾールの配合比率が

僅か でも 倍近くに増加した（図 にその1phr 4 1
曲線 ．更に， では 倍を越えるといDSC 5phr 17）

った急激な流動性の上昇がみられ， 以上では5phr
フィルム化の際に成形不良・不能を引き起こすこ

とも判明した．なお，補助剤の添加による流動性

への影響は認められなかった．

石油系プラスチックの中では，リグノパラクレ

ゾールの配合による流動性への影響が，ポリ乳酸

と同じポリエステル系（- -）のポリブチレンCOO
テレフタレートに最も大きく現れた．また，ポリ

アセタール（- -)については成形機内で反応CH O2

ガス化が起こり成形不能となったこと等から，リ

グノパラクレゾールの高い反応性が裏付けられる

結果となった．

1 MFR表 複合プラペレットの

Pellets MFR

PLA 2.1kgf,190 4.91(ポリ乳酸) ℃

PLA LC 1phr 18.08・ ( )

PLA LC 1phr MA 19.22・ ( )・

PLA LC 1phr GA 18.66・ ( )・

PLA LC 5phr 85.33・ ( )

PP 2.1kgf,230 4.662(ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ) ℃

PP LC 5phr 5.636・ ( )

PBT 2.1kgf,230 13.65(ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ) ℃

PBT LC 5phr 22.64・ ( )

PLA LO 1phr 2.1kgf,190 15.18・ ( ) ℃

PLA LO 1phr MA 16.77・ ( )・

PLA LO 1phr GA 20.58・ ( )・

：マレイン酸系； ：グリシジル系補助剤MA GA

：リグノパラクレゾールLC

：オルガノソルブリグニンLO

図 ・ ( )の 曲線1 PLA LC 1phr DSC
ガラス転移点： ℃； 発熱ピーク： ℃60 109

融点(吸熱ピーク)： ℃及び ℃158 165

３.２ 複合プラフィルムの力学的特性

図 に，複合プラフィルムの引張強度を示す．2
ポリ乳酸・リグノパラクレゾール 成分系での単2
純複合化では，成形フィルムにおけるリグノパラ

クレゾールの配合比率が増加する程，引張強度が

低下（図中の左から つ，更に比率を にす2 3phr
ると 近くまで低下）した．そこで，複50N/mm2

合化の際に補助剤（ と ）を添加したとこMA GA




